
鈴鹿工業高等専門学校創立 60周年事業 

ご支援のお願い 
 

昭和 37 年に国立高等専門学校の第 1 期校として設立された本校は、令和 4 年に創立 60 周

年を迎えることになりました。当初は機械工学科、電気工学科、工業化学科の 3 学科で発足

しましたが、産業界や社会からの要請に応え、昭和 41年に金属工学科、平成元年度に電子情

報工学科を設置するとともに、幾度かの学科改組や名称変更を行い、現在では、機械工学、

電気電子工学、電子情報工学、生物応用化学、材料工学の 5 学科体制となっております。ま

た、平成 5年にはより高度な専門技術者の育成のために 2専攻(電子機械工学専攻、応用物質

工学専攻)の専攻科を設置しました。さらに、平成 29 年には次世代の新技術を創成できる幅

広い視野と知識を有した創造的実践的技術者を育成するため、1専攻(総合イノベーション工

学専攻)3コース(環境・資源コース、エネルギー・機能創成コース、ロボットテクノロジーコ

ース)へと高度化改組し、高等教育機関として教育体制の一層の充実を図ってまいりました。 

本校の卒業生、修了生はこれまで 9 千余名になり、産業界の第一線で活躍する技術者や企

業経営者、研究者として国内はもとより国際社会の様々な分野において幅広く活躍し、高く

評価されております。 

今日の社会はこれまでと比較にならない凄まじいスピードで変化をしています。しかし、

本校の建学の精神である、知・徳・体のバランスがとれた全人教育は時代とともに古びるこ

となく、今一段とその輝きを増しています。 

 創立 60周年を迎えるにあたり、これまで培われてきた本校の輝かしい伝統と歴史を 100周

年に向けて承継しつつ、我が国のものづくり技術力の承継と発展、イノベーション創出に貢

献できる、実践的・創造的技術者育成教育の推進を目指して、次のような記念事業を計画推

進することとしました。計画においては、学校の主役である在校生の意向を尊重する方針で

進めています。 

つきましては、この記念事業が成功し、本校がさらに充実発展することを願って、協賛金

(募金)を募らせて頂きたく存じます。厳しい経済状況下ではございますが、趣旨にご賛同頂

き、何卒ご支援賜りますようお願い申し上げます。 

 

◎創立 60周年記念式典   ◎創立 60周年記念講演会   ◎創立 60周年記念誌の刊行 

◎創立 60周年記念品の作成など 

 

謹 言 

 

令和 3年 8月吉日 

 

鈴鹿工業高等専門学校長  竹 茂  求 

 

青 峰 同 窓 会 長  小手川  智 


